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●問合せ　区役所こども家庭支援担当　 　540-2365  　540-2426

　「少しの間、子どもを預かってほしい」、「子育て中の人の手伝いをしたい」と思っている人はいませんか。子サポ
は「子どもを預けたい人」と「子どもを預かる人」をつなげます。区内には、預けたい人（利用会員）1,476人に対し、
預かる人（提供会員）219人、預け預かる人（両方会員）129人となっており、提供会員が不足しています。

　私は、2013年に提供会員になりました。保育士など特別
な資格はありませんが、子どもと関わりたい、もう一度子育
てをしたいという気持ちから始めました。預かりをしてい
たお子さんから年賀状を頂くなど、うれしいことがたくさ
んあります。
　また、関西から引っ越してきて、最初は周りに知人がいま
せんでしたが、提供会員になることで、近所の方ともつなが
りができました。

　私には娘が2人います。夫の仕事が忙しく、次女の
妊娠時に体調が優れなかったときは、長女の保育園
の送迎をお願いしていました。夫婦共働きなので、友
人と食事に行くときなど、私自身のリフレッシュ目
的で利用することもあります。自分で頑張り過ぎず
に、子サポに頼ってみませんか。

1時間800円（月～金曜、7時～19時）
1時間900円（土・日曜、祝日、12月29日～1月3日、
　　　　　　　  月～金曜の7時以前・19時以降）
1時間程度の短時間の預かりもできます。

　国内では、2015年の時点で夫婦共働きの世帯が約半数になるなど、ライフスタイルの変化に伴い、
子育ての環境も変わっています。親が子どもの世話をすることができない時間が増加したことで、不
安を抱えながら子育てをしている家庭が増えています。
　14歳以下の子どもの人数は、市内全体では2007年～2016年の10年間に約2万人減少してい
ますが、区内では2,500人以上増加しています。
　地域の宝である子どもを守るため、大人ができることや、子どもに関する相談先を紹介します。

● 地域の人のために
● 空き時間を楽しくするために

● 通院や冠婚葬祭、仕事の都合など
● 自分の時間を持ちたい（買い物や美容院、習い事など）
● 幼稚園や保育園の送迎

会員同士をつなぐ
コーディネート

生後57日から小学6年生まで
※病気の子どもの預かりや、宿泊の預かりはできません

利用対象市内在住かつ健康で、子育て支援に理解と
熱意のある20歳以上の人

会員資格

子どもを預かる人
（提供会員）

子どもを預けたい人
（利用会員）

横浜子育てサポートシステム（子さぽ）横浜子育てサポートシステム（子サポ）横浜子育てサポートシステム（子サポ）

（2017年1月現在）

お願いしますよろしく
ね

子どもとの
　楽しい会話に
　　癒やされます

（地域子育て支援拠点どろっぷ）

子育て世帯の
応援にやりが
いを感じます

登録
しよう

「地域子育て支援拠点どろっぷ（大倉山3-57-3）」では、毎月
「子サポ」の入会説明会を実施しています。
子どもを預かる人、預けたい人は会員登録が必要です。まず
は、仕組みを知るために、入会説明会に参加してみませんか。

会員登録について

入会説明会の申込・問合せ

説明会

登　録

子育てサポートシステム港北区支部（どろっぷ）　    547-6422（月～土曜、9時～ 17時）

提供会員に登録してみま
せんか。真っすぐな子ど
もとの触れ合いで、心が
豊かになりますよ。ぜひ
一度、入会説明会にご参
加ください。

提供会員の方と気
軽に声を掛け合え
る良好な関係を築
くことができまし
た。子サポを通じて
子どもも成長した
ように感じます。

報酬

子どもと過ごす時間は
とても楽しいです。ど
ろっぷのコーディネー
ターさんを介した事前
の打ち合わせもあり、安
心して預かることがで
きます。

どろっぷ職員の白石さん
（コーディネーター）

利用会員の田中さん

提供会員の菅原さん

※活動終了後、利用会員から提供会員へ直接支払います
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●問合せ　区役所学校支援・連携担当 　　540-2212  　540-2426

　子どもの様子を見ていると、自分の力で問題を解決し、
成長する姿に驚かされます。こうした成長の中では、自分
の力だけでは乗り越えられない壁が現れることもありま
す。その際に、温かく見守りながらも、時には背中を押し
てあげることも必要です。
　私たちは、子どもや保護者の方と話をしながら、子ども
の成長のお手伝いができたらと考えています。お困りの際
には、まずはご相談ください。

電話相談　　0120-671-388

電話相談　　0120-805-240
※携帯電話からは　 189（有料）

電話相談　　663-1370

電話相談　　663-4188

「いじめ」に関する悩みや困り事 いじめ 110 番 毎日24時間

「自分自身が虐待してしまったかも」と思ったとき
「あれは虐待では」と感じたとき

よこはま
子ども虐待ホットライン 毎日24時間

「いじめ」や「不登校」などの悩みについて
学校へ相談しづらいとき 学校生活あんしんダイヤル 火～金曜9時～12時、

13時～16時

「ひとり親」であることの悩み
子どもがいる世帯で「離婚」の悩み ひとり親サポートよこはま 平日

9時～20時30分

「経済的な困り事（子育ての費用など）」で
悩んでいるとき 区役所生活支援係 平日

8時45分～17時
電話相談か直接、区役所生活支援係
（1階15番窓口）へ　　540-2329

相談日時を予約し、各施設へ
　  540-7420（どろっぷ）
　  633-1078（どろっぷサテライト）

電話相談
　  547-1180（どろっぷ）
　  547-1182（どろっぷサテライト）

「発達・育児の不安やストレス・離乳食」など
主に未就学児に関すること全般

横浜子育てパートナー
（どろっぷ・どろっぷサテライト）

火～土曜
9時30分～16時

「子育ての悩みの相談先が分からない」とき
「子育て支援情報」を知りたいとき

相談日時は、

電話相談か相談日時を予約し、
ラ・コッコラ港北へ
　  717-6740

相談窓口 日時対象 相談方法

電話相談　　948-2441子どもの「養育（子育ての仕方）」の悩み
子どもの「非行や暴力」の悩み 北部児童相談所

地域子育て支援拠点どろっぷ
（大倉山3-57-3）・どろっぷサ
テライト（綱島東3-1-7）

平日
8時45分～17時

「身近に子育ての相談ができる人がいない」とき
「子どもとの関わりの中で悩んでいる」とき

児童家庭支援センター
ラ・コッコラ港北（大豆戸町492-1
菊名スカイマンションA502）

平日
9時～17時

悩んだら
まず相談しましょう

子どもに関する相談先一覧

「18歳以下の子どもに関する総合的な相談」
「不登校・子どもの反抗期・友人関係」など

区役所
子ども・家庭支援相談

電話相談か相談日時を予約し、
区役所子ども家庭支援担当
（1階14番窓口）へ　　540-2388

平日
8時 45 分～17 時

港北区どろっぷ 検索

相談内容

保 存 版

対　　象　保護者か18歳以下の子どもか地域の皆さん
日　　時　平日8時45分～17時（祝日、年末年始除く）
相談方法　電話相談か相談日時を予約し、
　　　　　区役所こども家庭支援担当（1階14番窓口）へ 　 540-2388

子ども・家庭支援相談子ども・家庭支援相談

まず相談
しましょう
まず相談
しましょう

悩ん
だら

悩ん
だら

区役所では、18歳以下の子どもに関するさまざまな相談を、専門スタッフが受け付けています。
「学校に行きたくない」、「いじめかも」、「反抗期で子どもの気持ちが分からない」など何でも結構です。
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保 子 地…保護者 …18 歳以下の子ども …地域の皆さん

子どもに関することで困ったら子どもに関することで困ったら子どもに関することで困ったら相談
しよう

※相談は匿名も可、
　秘密厳守

専門スタッフからのメッセージ

子どもや保護者が抱えている悩みや不安に思う
ことなどについて一緒に考えていきます。
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